（Ｈ23年3月）

· 今こそ自然災害に対する危機管理能力を高めましょう！
2011年3月11日午後2時46分に発生した東北地方太平洋沖地震の惨状を、私たちは終生忘れることはないでしょう。

現在、日本国の総力を挙げて災害救助活動、災害防止活動を展開していますが、余震を含めてまだまだ予断を許さない状況が続いています。今回の地震によって、想像を絶する人的被害や経済的損失が発生し、企業活動にも甚大な影響が生じてしまいました。本来あって欲しくはない自然災害ですが、この先いくら科学技術が進歩したとしても、自然を完全にコントロールすることは絶対に不可能です。であるならば、自然災害は必ず起こるという前提で、世の中のシステムをすべて再構築する必要があるのではないか、と感じた方も多いのではないでしょうか。
企業が準備すべき対策のひとつとして、地震等激甚災害時行動マニュアルの作成があります。以下に一例を紹介いたします。

1. 自宅もしくは会社の中での注意点

1 身の安全の確保

· 地震の揺れは長くても1分程度と考える

· 揺れを感じたら先ず机やテーブルの下に隠れる
· 身近な物（座布団やカバン）で落下物から頭部を守る
· ブロック塀、窓ガラス、自動販売機、書類棚等からできるだけ離れる

② 火の始末
· 火元の近くにいるときは「グラッ」ときたときにすぐ消す
· 大きな揺れのときは、揺れが収まってから消す

· 万が一出火しても1～2分程度ではあまり燃え広がらないと認識する

· 近くにある消火器等で消火する

· ガス栓を確実に締める

· アイロン等の電熱器具のプラグをコンセントから抜く

③ 出口の確保
· 玄関等の出入り口が変形して開かないことがあることを認識する

· ドア以外に、窓など脱出できるところを予め確認しておく

· マンション等では避難はしごの位置を確認しておく

2. 車の運転中の注意点
· ハザードを付けて後続車に減速を伝え、急ブレーキを踏まない

· 原則として道路の左側に止め、エンジンを切る

· むやみに車外に出ず、車内は安全と認識する

· 避難するときはキーを付けたままでドアロックはしない

その他に、非常時の連絡体制や役割分担などをまとめた小冊子の作成・配布、本番を想定した実践的な訓練の実施、「帰宅支援マップ」を利用した社員の帰宅訓練等が挙げられます。「備えあれば憂いなし」とまではいかないものの、しっかりとした準備が肝要です。　（工藤克己）
